
広報

け0/24.野岳湖南サイト〉

ソウル五輔の金メダリストのロザ ・モタ選手ガ¥

再ひ、大村にやってきましだ。平成2年T月のハイ
ウェイロードレース大会以来の来大です。

今回は¥野岳湖南サイトに完成したロザ・モタ

広場のオーブン¥ジョギンゲスフール開催に伴い

招い疋ものです。

式典日の10月24日は¥ポルトガルのソ戸レス大
統領夫妻も参列。国民的英雄のモタ選手を印象づ

けましだ。

子供だちと一緒(こ走る¥にこやかなモタ選手の

姿ガとても印象的で¥ポルトガルと日本の距離を

感じさせない?臼となりましだ。

関連記事は¥5ページに掲載しています。
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時
代
行
列

大
村
藩
ゆ
か
り
の
歴
史
上

の
人
物
約
犯
人
ガ
勢
揃
い
口

大
村
の
時
代
総
巻
に
時
の

流
れ
を
感
じ
ま
す
。

第
泥
田
お
お
む
ら
祭
り

-2-
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第
認
回
お
お
む
ら
祭
り
は
、
日

月
2
日
の
前
夜
祭
、

3
日
の
本
祭

り
と

2
日
間
行
わ
れ
、
た
い
へ
ん

な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

前
夜
祭
は
、
市
民
会
館
を
会
場

に
、
あ
で
や
か
な
姿
を
披
露
し
た

'
幻
ミ
ス
大
村
の
選
彰
式
や
、自
慢
の

の
ど
を
競
っ
た
職
場
対
抗
歌
合
戦

が
あ
り
、
埋
め
つ
く
し
た
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

3
日
は
い
よ
い
よ
本
祭
り
、
大

村
部
隊
の
音
楽
隊
を
先
頭
に
、
民

踊
道
行
、
ミ
ス
大
村
、
郷
土
芸
能

な
ど
が
、
ア
ー
ケ
ー
ド
を
通
り
、

市
民
ら
が
待
ち
受
け
る
祭
り
会
場

(
市
営
野
球
場
)
へ
と
練
り
歩
き

ま
し
た
。

祭
り
会
場
で
は
、
今
回
初
出
場

の
向
陽
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
?
を
は

l
二
バ
ル
、
今
人
気
の
ク
レ
ヨ
ン

し
ん
ち
ゃ
ん
な
ど
も
登
場
。

お
お
む
ら
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
っ
た
の
は
、

5
人
の
ス
カ
イ
ダ

イ
パ
ー
に
よ
る
エ
ア
l
シ
ョ

1
0

約
2
、
O
O
O
M
の
上
空
か
ら
着

地
点
を
め
が
け
て
急
蜂
下
、
ま
さ

に
命
が
け
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
。
着
地

成
功
に
観
衆
か
ら
盛
ん
な
拾
手
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

秋
恒
例
の
お
お
む
ら
祭
り
、
市

民
の
お
祭
り
と
し
て
、
ま
た
、
伝

統
芸
能
継
承
事
業
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
や
民
踊
、

日
舞
道
行
、
ミ
ス
大
村
の
紹
介
、

大
村
の
偉
大
な
先
人
た
ち
に
ふ
ん

す
る
時
代
行
列
、
伝
統
芸
能
で
は
、

3
地
区
合
同
で

3
0
0
人
も
の
出

場
が
あ
っ
た
下
鈴
田
浮
立
、
県
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
の
寿
古
踊
り
、

大
村
独
特
の
火
を
吹
く
龍
踊
り
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

雄
壮
に
飛
び
出
し
て
来
た
の
は
、

子
供
か
ら
青
壮
年
約
5
0
0人
が

参
加
し
た
樽
み
こ
し
、
若
き
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
一
気
に
爆
発
。
ま
た
、

陸
、
海
の

3
部
隊
が
出
演
し
た
力

じ
め
、

1ぷ

企リズムダンス

もうすっかりおなじみとなったミツコリズ

ムダンス。軽快なリズムに合わせ¥躍動感

あふれるジャスゃダンスを披露。

企民踊道行

大村民踊協会¥大村民踊愛沼会¥大村市連

合婦人会¥農協婦人部の総勢350人ガ参加し
ましだ。

τ) 

t 

ゐ，、

‘
工
戸

l
シ
ョ

i

高
度
約
2
¥
O
O
O
m
か
ら
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
は
¥

ま
さ
に
命
ガ
け
¥
着
地
成
功
に
盛
ん

な
拍
手
、
ガ
贈
ら
れ
ま
し
だ
。

企日舞道行

藤間流紅ノ会の皆さんによる優美な境。

岩松の3町内合同で¥300人以
とても壮観です。

企下鈴田浮立

陰平上¥陰平下¥

上の町民ガ出場。

企力一二I'¥Jlノ

陸 ・海の3部隊ガ出場。今人気
のクレヨンしんちゃんや¥趣向を

凝らしだ恐竜などの出現に¥子ど

もたちの呂はくぎほけです。

A三城子ども太鼓

三城地域の子ども芝ぢガ

出演。太鼓の音ガとても

J白地よく響きます。

h
F
寿
古
踊
り

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
寿
古
踊
り
¥
戦
の
勝
利
を
祝
っ
た
踊
り
だ

そ
う
で
¥
と
て
も
優
雅
な
舞
で
す
。

...ミス大村選彰式

あでやかな姿を披露しだ3人のミス
の皆さん。とても美しく¥よくあ似

合いです。

企職場対抗叡合戦

会場からの大声援を受け¥12チーム
ガ自慢ののどを披露しましだ。

優勝は¥レーフイン大村の皆さんでしたO

祭
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黒木・野岳地区聞の

観光ルート完成

黒
木
・
野
岳
地
区
を
結
ぶ
「
市

道
似
回
ノ
尾
ー
北
ノ
川
内
線
」
が

完
成
。
日
月
1
日、

黒
木
町
の
現

地
で
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。。

=市道似田ノ尾一北ノ川内線開通=

こ
の
地
域
は
、
萱
瀬
ダ
ム
や
野

岳
湖
を
核
に
、
そ
の
周
辺
は
美
し

い
自
然
に
固
ま
れ
、
観
光
資
源
に

も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭

。

県
優
良
地
域
文
庫
に

「
仲
良
し
子
ど
も
図
書
館
」

市
内
の
地
域
文
庫
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
仲
良
し
子
ど
も
図
書
館」

が
、
日
月
お
日
の
第
ロ
団
長
崎
県

公
共
図
書
館
大
会
で
、

平
成
5
年

度
の
長
崎
県
優
良
地
域
文
庫
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
臼
年
7
月
5
日
の
文
庫
開

設
か
ら
5
年
、
旭
が
正
コ
ミ
セ

ン

で
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
本
の
貸
し

出
し
ゃ
映
写
会
、
地
域
の
お
年
寄

り
と
子
ど
も
の
交
流
会
を
行
う
な

ど
、
地
道
な
活
動
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

開
設
以
来
、
多
く
の
子
供
た
ち

が
利
用
し
て
い
る
「
仲
良
し
子

ど
も
図
書
館
」

(日

/

9
・
旭
が
丘
コ
ミ
セ
ン
)

和
問
年
か
ら
叩
か
年
を
か
け
て
、

両
地
区
を
結
ぶ
観
光
ル
1
ト
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

道
路
の
延
長
3
、
9
6
0
M
、

幅
員
は
4
げ
で
す
D

開
通
式
に
は
、
松
本
市
長
を
は

じ
め
中
村
市
議
会
議
長
、
地
元
萱

瀬
ダ
ム
対
策
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

な
ど
約
印
人
が
出
席
。
記
念
碑
の

除
幕
や
、
黒
木
小
学
校
の
鼓
笛
隊

を
先
頭
と
し
た
パ
レ
ー
ド
な
ど
で

開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

目見aへ
~縫得~

ょ
う
こ
そ

コ曹長
て H
し1
ま
す

詳しくは¥ご利用の窓口または¥

人事課へお尋ねください。

森
と
湖
に
固
ま
れ
た
野
岳
湖
南

サ
イ
ト
に
、
待
望
の
「
ロ
ザ
・
モ

タ
広
場
」
が
完
成
し
た
。

m月
μ
日
、
雲
ひ
と
つ
な
い
青

空
に
、
太
陽
の
光
と
広
場
の
芝
生

が
ま
ぶ
し
い
朝
だ
っ
た
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
両
国

の
国
歌
が
吹
奏
さ
れ
る
な
か
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
旗
と
日
の
丸
の
掲
揚
に

始
ま
っ
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
ロ
ザ
・
モ
タ
選

手
は
、
「
大
勢
の
人
が
集
ま
る
公

園
に
、
自
分
の
名
前
を
付
け
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
激
し
て
い
る
G

日
本
で
の
大
会
に
出
場
す
る
と
き

は
、
ま
た
、
こ
の
広
場
で
練
習
し

た
い
。」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

大
村
市
長

本

崇

総

折
し
も
、
パ
ト
カ
ー
の
先
導
に

よ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ソ
ア
レ
ス

大
統
領
ご
夫
妻
が
到
着
。
私
は
広

場
の
入
口
に
か
け
寄
っ
て
、
お
二

人
を
お
迎
え
し
、
や
や
緊
張
気
味

に
「
ょ
う
こ
そ
わ
が
ま
ち
大
村
へ
」

と
心
か
ら
歓
迎
の
言
葉
を
申
し
あ

ァ
た
口

会
場
の
友
好
ム
l
ド
も
最
高
潮

に
達
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
、
ロ

ザ
・
モ
タ
選
手
の
コ
l
チ
で
ご
主

人
、
ひ
げ
の
ジ
ョ
ゼ
氏
が
「
市
長
、

こ
こ
で
も
う
一
度
国
歌
を
吹
奏
し

た
ら
」
と
耳
う
ち
し
て
く
れ
た
。

と
っ
さ
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
自
衛

隊
音
楽
隊
の
臨
機
応
変
の
は
か
ら

い
で
、
事
な
き
を
得
た
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
あ
っ
た
。

大
統
領
は
笑
顔
で
「
モ
タ
選
手

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
民
的
英
雄
で

す
。
遠
く
離
れ
た
日
本
の
大
村
に
、

モ
タ
選
手
の
名
前
の
つ
い
た
美
し

い
公
園
が
で
き
た
の
は
大
き
な
喜

び
で
す
。
何
時
の
日
か
、
こ
こ
で

練
習
し
た
日
本
の
選
手
が
五
輪
で

優
勝
し
、
わ
が
国
に
も
同
じ
よ
う

な
公
園
が
つ
く
れ
る
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。」
と
語
っ
て
い

た
だ
い
た
。

引
き
続
い
て
、
ロ
ザ
・
モ
タ
広

場
の
記
念
塔
の
除
幕
式
と
、
コ
ル

ク
ガ
シ
の
木
の
記
念
植
樹
が
行
わ

れ
た
。
記
念
塔
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

国
旗
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
モ
タ
選
手

の
顔
の
レ
リ
ー
フ
と
足
形
の
プ
レ
ー

ト
を
は
め
込
み
、
「
走
る
喜
び
が

こ
の
公
園
を
、
そ
し
て
わ
が
日
本

の
友
の
心
を
満
た
し
ま
す
よ
う
に
」

と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

-4 

過
密
日
程
の
大
統
領
を
、
小
旗

と
握
手
ぜ
め
で
あ
わ
た
だ
し
く
お

送
り
し
た
あ
と
、
モ
タ
選
手
指
導

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
に
ぎ

わ
っ
た
。

一
国
の
元
首
と
マ
ラ
ソ
ン
の
女

王
を
迎
え
て
、
大
村
市
の
日
・
ポ

友
好
4
5
0
周
年
記
念
事
業
は
極

め
て
意
義
深
く
、
有
終
の
美
を
飾

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

ソ
ア
レ
ス
大
統
領
夫
妻
の
来
大

を
歓
迎
す
る
松
本
市
長
(
前
左
)
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をヲ

H
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ソ
ア
レ
ス
大
統
領
夫
妻
も
出
席
H

野
岳
湖
自
然
公
園
南
サ
イ
ト
に

整
備
さ
れ
て
い
た
「
ロ
ザ
・
モ
タ

広
場
」
が
完
成
。
日
月
M
日
、
日

本
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
友
好
4
5
0
周

年
を
記
念
し
て
来
日
さ
れ
た
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
ソ
ア
レ
ス
大
統
領
夫
妻
、

そ
し
て
ロ
ザ
・
モ
タ
選
手
を
招
き
、

記
念
塔
の
除
幕
式
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
お
よ
び
市
が
、
野
岳
湖
公
園

の
南
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
野
岳
湖

と口口ザ・モタ記念塔の完成を喜ぶソアレス大統領(中央)

ザ・モタ選手(左)

地
区
周
辺
整
備
事
業
と
し
て
、
平

成
2
年
度
か
ら
、
親
水
広
場
、
展

望
台
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

l
ド、

1
5
0台
収
容
の
駐
車
場
な
ど
を

整
備
し
て
い
ま
し
た
が
、
ロ
ザ
・

モ
タ
広
場
も
そ
の
一
つ
で
す
。

平
成
2
年
1
月
、
長
崎
自
動
車

道
全
線
開
通
を
記
念
し
て
行
わ
れ

た
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ロ
l
ド
レ
l
ス
大

会
。
こ
の
大
会
に
招
待
し
た
ソ
ウ

ル
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
あ
り
世

界
の
ト
ッ
プ
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー

の
ロ
ザ
・
モ
タ
選
手
が
、
滞
在
中
、

毎
日
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
野
岳
湖
周

辺
を
利
用
、
こ
の
地
を
大
変
気
に

入
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
記
念
し
、
多
目
的
広
場
と
し

て
整
備
す
る
こ
の
場
所
を
ロ
ザ
・

モ
タ
広
場
と
名
付
け
た
も
の
で
す
。

野
岳
湖
に
隣
接
し
、
多
良
山
系

を
望
む
環
境
の
良
い
所
で
、
広
場

は
直
径
約
百
日
の
円
形
。

M
M
の

ト
ラ
ッ
ク
の
内
側
に
は
芝
生
が
敷

き
つ
め
ら
れ
て
あ
り
、
多
目
的
な

利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、
広
場
一
角
に
は
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
国
旗
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

広
場
完
成
を
祝
っ
て
ポ
ル
ト
ガ

ル
を
代
表
す
る
コ
ル
ク
ガ
シ
を

記
念
植
樹

塔
の
中
に
、
モ
タ
選
手
の
顔
、
直

筆
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
足
型
を
レ
リ
ー

フ
し
た
「
ロ
ザ
・
モ
タ
記
念
塔
」

も
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
念
式
典
に
望
ん
だ
ソ
ア
レ
ス

大
統
領
は
、
「
遠
い
日
本
に
、
わ

が
国
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
名
の
公
園
が

で
き
た
こ
と
は
、
名
誉
で
あ
り
大

き
な
喜
び
で
あ
る
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
ロ
松
本
市
長
も
、
「
日
本
・
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
永
遠
の
友
好
の
場
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、

ロ
ザ
・
モ
タ
記
念
塔
の
除
幕
式
、

記
念
植
樹
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ロ
ザ
・
モ
タ
選
手
は
、
こ
の
広

場
完
成
に
つ
い
て
、
「
大
好
き
な

日
本
に
自
分
の
名
前
が
、つ
い
た
公

園
が
で
き
、
と
て
も
幸
せ
で
あ
り

感
動
し
て
い
る
」
と
、
喜
び
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
の
あ
と
に
行
わ
れ
た

，(、

子供たちに気軽に声をかけられるソアレス
大統領夫妻

の
は
、
ロ
ザ

・
モ
タ
選
手
を
加
え

て
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
。
会

場
に
は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

約
3
5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

モ
タ
選
手
を
中
心
に
、
野
岳
湖

周
辺
を
一
緒
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
参

加
者
は
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
肩
を
並
べ
て
の
並
走
に
満
面
に

笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
あ
と
も
、
子
供

フ
ァ
ン
に
固
ま
れ
人
気
集
中
の
モ

タ
選
手
、
サ
イ
ン
ね
だ
り
も
に
終

始
に
こ
や
か
に
応
待
。
子
供
好
き

な

一
面
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

自
然
に
固
ま
れ
、
と
て
も
環
境

の
い
い
ロ
ザ
・
モ
タ
広
場
。
皆
さ

ん
も
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。企約350人が参加したジョギングスクール、

野岳湖周辺を一緒に走りました。

毛9選手とー績に

楽し\，~t;gギふ".

hvサ
イ
ン
の
お
ね
だ

り
に
も
気
軽
に
応
じ

る
モ
タ
選
手

-5 -
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企遊びを通し防火を勉強
(10/21，森圏町の県消防学校〉

遊びを通して防火の知識を高めてもらおうと

10月21日、 県消防学校で鈎年消防7ラフ 「ちび
っ子防火大会」ガ開かれましだ。

この日は¥市内の21保育所(園〉から約600
人ガ参加¥隊員による腹話術による話の中から¥

火遊び防止を誓つだあと¥レスキュー隊の訓練

や一斉放水を見学。このほか¥消防車との綱引

き、人間もぐらだだき¥大型水鉄砲を楽しんだ

り¥煙の中を通り煙の怖さを知ってもらおうと

いう体験学習も行われましだ。

子供の火遊びは¥火災の原因の上(立を占めて

います。火遊びは¥絶対Lヒめましよう。

A年々 レベルフフツブ (10/24.三脚J¥学校〉

壁画を通して¥子供会の文化活動を活発化し

ようという「霊園コンクール」ガ10月24日¥三
YWJ¥学校を会場lこ行われました。

31回目を迎えだコンクール¥今回は13町内19
グループガ参加¥子供会活動の思い出など¥6
人ガ?グループとなり共同制作しました。

年々レベル戸ツブされているそうで¥すばら

しい作自ガ多く見ご芝え充分です。

審査の結果¥今村子供会B(写真〉ガ¥最高
賓の優秀賞に輝きましだ。ま芝、今村Ict3年連

続の快挙を達成しています。

く

.~ 

h
F
桜
田
の
掘
に
錦
鯉
新
た
に
仲
間
入
り

(
竹
/
件
・大
村
公
園
桜
田
の
堀
)

大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(
古
川
文
保
会
長
)
に

よ
り
竹
月
科
目
、
大
村
公
園
の
桜
田
の
掘
に
錦
鯉
約

6
0
0匹
、
ガ
放
さ
れ
ま
し
だ
。

桜
田
の
堀
は
¥
チ
ヌ

・
ボ
一フ
な
ど
の
海
水
魚
と
¥

淡
水
魚
で
あ
る
鯉
ガ
同
唐
す
る
珍
し
い
屈
で
¥
こ
れ

ま
で
に
も
¥
数
百
匹
の
鯉
ガ
泳
い
で
お
り
¥
観
光
客

ガ
こ
の
珍
事
を
興
味
深
く
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
イ
¥
チ
ヌ
¥
ボ
ラ
な
ど
、
ガ

一
緒
に
涼
ぐ
姿
を
見

る
と
¥
伺
ガ
不
思
議
で
あ
る
と
と
も
に
¥
山
な
ご
む

も
の
ガ
あ
り
ま
す
。

簡易保険福祉事業団の支援事業である「第1ロ
かん|まミッドナイトウォ-~ラリー」ガ1 0月刊日

夜行われました。

このウォクラリ は¥指定場所では必ず休憩

することを義務づけるなど¥健康 ・安全をテ マ
に行われ¥家族や職場の仲間など¥5歳児から最
高齢69歳までの870人ガ参加しました。
夜ア時30分¥市補助グランドを発善点に¥約18
Jのコースをつぎつぎ出発。 JR大村駅 ・県工業
技術センター ・琴平ス力イパークなどを通り再び

補問グランド/\。平均4~5時間の深夜の徒歩の

旅を楽しみましだ。

4

司
舞
台
・
展
示
発
表
で
に
ぎ
わ
う

(
刊
/
旬
・市
コ
ミ
セ
ン
)

ゴ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
は
¥
日
ご
ろ
の
成
果
を
発

表
し
よ
う
と
包
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
¥
今

ロ
も
叡
や
舞
踊
、
ダ
ン
ス
、
器
楽
演
奏
な
ど
の

舞
台
発
表
。
陶
芸
、
書
、
写
真
、
総
画
、

工
芸

な
ど
の
作
自
も
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
¥
訪
れ
だ

人
芝
ち
の
自
を
楽
し
ぎ
せ
て
い
ぎ
し
だ
。

ま
芝
、
う
ど
ん
や
お
に
ぎ
り
¥
お
菓
子
な
ど

の
バ
ザ
ー
に
も
人
気
ガ
集
ま
っ
て
い
ま
し
だ
。

第
悦
回
目
を
迎
え
だ
「
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
」

ガ
叩
月
刊
山
巴
か
ら

3
日
問
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
開

か
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
だ
。

市
コ
ミ
セ
ン
の
利
用
者
は
、
約

41
0
0団
体

41
¥
7
0
0人
。
文
化
活
動
の
場
と
し
て
活
発
な

利
用
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

広報おおむら 平成5年12月号

惨
ひ
と
昧
違
う
語
り
の
達
人

(
刊
/
初
・市
民
会
館
)

落
語

・
講
談

・
奇
術
で
構
成
す
る

「
寄

席
芸
能
し
ガ
旬
月
初
日
¥
市
民
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
だ
。

こ
れ
は
、
優
れ
だ
舞
台
芸
術
を
よ
り
多

く
の
人
に
鑑
賞
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
移

動
芸
術
祭
で
、
文
化
庁
、
ガ
毎
年
派
遣
し
て

い
る
も
の
で
す
。

若
手
の
皆
さ
ん
に
よ
る
テ
ン
ポ
の
早
い

落
語
や
講
談
¥
奇
術
で
沸
か
せ
だ
り
¥
落

語
界
の
ベ
テ
ラ
ン
組
で
は
¥
三
笑
亭
夢
楽

師
匠
の
ユ
!
モ
戸
の
あ
る
古
典
落
語、

そ

し
て
¥
ト
リ
(
最
後
)
を
演
じ
だ
桂
米
丸

師
匠
の
ひ
と
昧
違
つ
だ
近
代
的
落
語
な
ど

テ
レ
ビ
と
は
違
つ
だ
ナ
マ
の
寄
席
で
会
場

は
大
爆
笑
。
時
、
ガ
だ
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま

う
ほ
ど
で
し
だ
。

事
業
所
の
皆
さ
ん
ヘ

工
業
統
計
調
査
へ
の
ご
協
力
を

区 分 事業所数 従業者数 製造品出荷額 等
n。ノじド、、 数 166 4，542 5，781，755 
食 料 口口口 製 1、去旦と 業 43 875 1，193，391 
飲料・ 飼料・たばこ製 造業 3 180 807，728 
繊 維 工 業 11 587 373.886 
衣服 ・その他の繊維製品製造業 13 356 138，268 
木 材・木製品製 造業 8 80 96，181 
家 具 ・ 装 備品 製造 業 8 79 85.000 
出 版・印刷 ・同関 連産業 8 163 255.737 
プ ラスティック製 品製造 業 3 X X 

窯 業・ 土石製品 製造業 13 317 560.092 
長失 鋼 業 2 X X 

金 属 製 口E口I 製 ; 丘"三 業 24 283 512，834 
一 般 機械器具 製造 業 8 190 213.248 
電 気 機械器具製 造 業 9 1，132 1.315.626 
輸送用機械器 具製造 業 4 25 31，640 
そ の 他 の 製 iilf 業 9 275 198.124 

毎
年
ロ
月
担
日
現
在
で
、
製
造

業
を
営
む
事
業
所
の
1
年
間
の
製

造
活
動
の
現
況
を
調
査
す
る
も
の

で
、
そ
の
結
果
は
我
が
国
の
工
業

の
実
態
把
握
、
産
業
構
造
の
分
析
、

国
・
地
方
自
治
体
に
お
け
る
都
市

計
画
の
作
成
お
よ
び
景
気
、
中
小

企
業
対
策
の
立
案
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
計
画
や
施
策
の
基
礎
資
料
と

所、人、万円)平成4年産業別事業所数、従業者数、製造品出荷額等の状況(単位

三笑亭夢楽師匠

の宅島三トJ人
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し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
多
忙
の
中
大
変
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
当
調
査
の
必

要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
4
年
の
工
業
統
計

調
査
に
お
け
る
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課

(従業者4人以上の事業所)

、正

平
成

5
年
中
の
田
畑
作
付
面
積
等
の

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

桂米丸師匠

こ
の
調
査
は
、
来
年
の
所
得
税

の
確
定
申
告
、
市
県
民
税
申
告
時

の
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
手

数
で
す
が
正
確
に
記
入
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
票
は
、
日
月
末
に
お
送
り

し
ま
す
が
、
未
到
着
の
人
は
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
年
の
申
告
で
収
支
計

算
を
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
調

査
票
は
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
各
出
張
所
に
お
い
て
、

相
談
日
を
も
う
け
て
い
ま
す
。

提
出
期
限
ロ
月
初
日
開

提
出
先
税
務
課
、
各
出
張
所

受
付
時
間
午
前
8
時
却
分
j
午

後
4
時
初
分

問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係

各出張所での相談日

期 日 場 所

12月7日ω 三浦・鈴田出張所
12月8自体) 竹松出張所

12月9自体) 西大村・萱瀬出張所

12月10日憧) 福重・松原出張所

統

計

功

績

者

を

表

彰

各
種
統
計
調
査
の
実
施
に
際
し
、

顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
団
体
、
個

人
に
対
す
る
表
彰
式
が
長
崎
市
で

行
わ
れ
ま
す
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
る
の
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

。
労
働
大
臣
表
彰

制
平
山
組
(
毎
月
勤
労
統
計
調
査
)

O
文
部
大
臣
表
彰

向
陽
高
等
学
校
(
学
校
基
本
調
査
)

。
長
崎
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

寺
井
豊
(
地
方
公
共
団
体
職
員
)

調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
一

ご
ざ
い
ま
し
た
。

円「



93年度ミスコンテストガこのほど行杓れ¥
ミス大村など3人ガ決まりました。

ミ
ス
大
村
に
は
山
田
史
子
さ
ん

(
玖
島
2
丁
目
・
お
歳
・
会
社
員
)
、

ミ
ス
お
お
む
ら
桜
に
は
田
代
恵
理

子
さ
ん
(
松
並
2
丁
目
・
お
歳
・

会
社
員
)
、
ミ
ス
花
菖
蒲
に
は
佐

藤
綾
子
さ
ん
(
今
津
町
・
四
歳
・

海
上
自
衛
官
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
口

今
後
1
年
間
、
大
村
市
の
代
表

と
し
て
、
公
式
行
事
な
ど
に
花
を

添
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
市
、
商

工
会
議
所
、
観
光
協
答
が
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
今
回
で
日
回
目
。

日
月
2
日
、
お
お
む
ら
祭
前
夜
祭

で
の
選
彰
式
、
そ
し
て
、

3
日
の

本
祭
り
で
の
街
頭
パ
レ
ー
ド
で
あ

で
や
か
な
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

な
お
、
回
の
ミ
ス
を
努
め
ら
れ

だ
永
田
朱
美
さ
ん
、
z

原
田
真
由
美

さ
ん
、
岩
永
夏
子
さ
ん
、

1
年
間

本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

'mw
ミ
ス
3
人
決
ま
る

H
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
意
欲
的
H

秋の叙勲

大村から6人が受章

平成5年秋の叙勲の受章者が発表され、

大村からは次の6人の方が栄えある章を

受けられました。

。勲五等双光旭日章

淵山三郎さん(宮小路2丁目・ 70歳)

元広島入国管理局次長

山口岩男さん(向木場町・ 73歳)

元大村市議会議員

。勲五等瑞宝章

田波多員雄さん(竹松町・ 77歳)

元公立小学校長

。勲六等単光旭日章

堤希司さん(武部町・ 72歳)
元国立長崎中央病院診療放射線技師長

。勲六等瑞宝章

梅田龍太郎さん(岩松町・ 61歳)
元三等陸尉

。勲七等瑞宝章

葉山九三日さん (宮小路3丁目・ 63歳)

元入国警備官

'L-
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教
育
、
文
化
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方
を
表

彰
し
た
「
教
育
功
労
者
表
彰
式
」

(
け

/

5
・
市
役
所
)

教育功労者

~(}個人ー。圏体を弱議参

幸町吋えkJ
 

市
の
教
育
・
文
化
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
方
に
贈
る
「
教
育
功
労

者
表
彰
式
」
が
日
月
5
日
、
市
役

所
で
行
わ
れ
、
口
個
人
・

6
団
体

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

方
々
で
す
。

(
敬
称
略
)

{
一
般
表
彰
〕

V
川
崎
紀
男

多
年
に
わ
た
り
文
芸

(
俳
句
)

の
普
及
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

V
柳
原
淳

多
年
に
わ
た
り
公
民
館
料
理
教

室
な
ど
の
講
師
と
し
て
、
生
活
文

化
の
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
o

v
大
村
民
踊
協
会

民
踊
を
と
お
し
て
地
域
の
文
化

発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

〔
示
年
勤
続
〕

V
真
鍋
美
代
子
V
石
川
干
満
子
V

塚
崎
正
紀

H
教
職
員

V
琴
尾
誠
弥

H
学
校
医

V
中
尾
喜
一
郎

日
学
校
薬
剤
師

V

一
瀬
一
春

H
体
育
指
導
委
員
お
よ
び
少
年
補

導
委
員

V
森
永
裕
幸
V
松
尾
忠
喜
V
田
崎

敏
昭
H
少
年
補
導
委
員

〔
篤
志
寄
ぱ
〕

V
宮
本
ア
サ
子

黒
木
小
学
校
へ
多
額
の
浄
財
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

V
栗
山
純
秀

歴
史
博
物
館
の
資
料
と
し
て
、

荒
木
十
畝
画
伯
の
作
品
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

V
田
崎
俊
作

故
・
漬
口
ク
イ
さ
ん
の
遺
志
を

つ
い
で
、
松
原
小
学
校
へ
多
額
の

浄
財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

V
山
田
憲
夫

西
大
村
・
鈴
田
・
福
重
各
小
学

校
へ
貴
重
な
絵
画
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
口

V

一
瀬
春
駒

芸
術
文
化
振
興
の
た
め
、
貴
重

な
水
墨
画
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
藤
井
正
博

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
な
ど
へ
多

額
の
浄
財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

V
財
十
八
銀
行
社
会
開
発
振
興
基

金
旭
が
正
小
学
校
へ
楽
器
、
西
大

村
小
学
校
へ
児
童
図
書
な
ど
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
口

V
側
テ
ム
ズ

市
奨
学
基
金

へ
多
額
の
浄
財
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

V
西
大
村
小
学
校
P
T
A

同
校
に
校
旗
を
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

V
菅
一
瀬
小
学
校
P
T
A

同
校
に
校
門
・
校
章
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

V
三
城
小
学
校
創
立
回
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会

同
校
へ
校
旗
・
記
念
碑
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
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広報おおむら平成5年12月号

老
齢
基
礎
年
金
の

繰
り
上
げ
請
求

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
を
満
た
し
た
人
の
支
給
開
始
は

日
歳
で
す
が
、
希
望
す
れ
ば

ω歳

か
ら
臼
歳
ま
で
の
聞
に
繰
り
上
げ

支
給
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
不
利
な

点
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
請
求
時
の
年
齢
に
応
じ
て
減
額

さ
れ
た
年
金
を
生
涯
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

②
高
齢
任
意
加
入
中
や
厚
生
年
金

加
入
中
の
人
は
、
繰
り
上
げ
請
求

で
き
ま
せ
ん
口

③
寡
婦
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

④
障
害
者
に
な
っ
て
も
障
害
基
礎

年
金
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
老
齢
厚
生
(
退
職
共
済
)
年
金
、

遺
族
厚
生
(
共
済
)
年
金
は
臼
歳

よ
な
る
ま
で
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

⑥
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

(
退
職
共
済
年
金
)
は
支
給
停
止

さ
れ
ま
す
。

※
特
別
吏
給
の
年
金
と
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満

乏
し
、

4
1
年
以
上
厚
生

(共
済
)

年
金
期
間
の
あ
る
人
ガ
印
歳
か
ら
一

、 4こ

的
歳
に
な
る
ま
で
受
け
る
厚
生

(
共
済
)
年
金

⑦
繰
り
上
げ
支
給
を
受
け
て
い
る

人
が
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
た

場
合
は
、
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

厚
生
年
金
な
ど
を
脱
退
す
れ
ば

再
度
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
減
額
さ

れ
た
ま
ま
の
年
金
と
な
り
ま
す
口

昌二~ζ~士三:士二ー ※65歳で受ける年金額を
--.:~....:詞I; Ll~這置. 1∞%として

耐
同

U
白
歳

E 

E 

目

目

目

人権とは¥すべての人ガ幸せな生活を営

むだめの¥基本的な権利です。

すべての人ガ圭福で¥生きガいのある生

活をするため¥お互いに相手の立場を考え

て¥豊かな人間関係をつくりましよう。

市内には¥4人の人権擁護委員ガいますh
理由なく無理を強いられたり¥人権を無視

されている人¥まだ¥土地¥家屋¥戸籍¥

登記¥相続などでお悩みの人は¥お気軽に

ご相談くだ、さい。

費用は無料で¥fQi密は守られます。
特設人権相談所を開設

日時 12月2日(柄、午前10時~午後3時
場所市役所第 1会議室

相談員 人権擁護委員、法務局職員

※定例相談は、毎月第 1木曜日(午前10時
~午後3時)に、市役所市民相談室で、行っ

ています。

人権擁護委員 (敬称略)

石橋正夫(宮邸094)、錦戸貞子(ft⑬ 197)、
口木常虞(ft@0807)、谷本康子(ft@3275)

人権週間12月4日"-'1 0日

開始年艶(麦笛率) 年齢×受給年数=受給額 | 繰り上げたとき
60歳 (58%) 収 600円x20年=855万2，000円l=80歳までの
61歳 (65%) 479，200円x19年=910万4，8∞円 受給年金総額=

62歳 02%) 530，800円x18年二955万4，400円

63歳 (80%) 589，8∞円x17年寸干2万6，60C円

64歳 (89%) 656，100円x16年二?干49万7，600円

65歳(100%) 737，300円x15年=1干105万9，500円 」

入
浴
の
効
果

‘ 

タ
バ
コ
耕
作
農
家
か
ら
の
お
願
い

《ι

バ
レ
イ
シ
ョ
と
タ
バ
コ
は
離
し
て
栽
培
を

タ
バ
コ
黄
斑
え
そ
病
は
葉
タ
バ

コ
の
重
要
病
害
で
あ
り
、
特
に
本

県
は
葉
タ
バ
コ
と
パ
レ
イ
シ
ョ
と

そ
う

の
錯
綜
地
帯
で
す
。

タ
バ
コ
農
家
と
し
て
は
、
諸
対

策
に
努
め
て
い
る
現
状
の
中
で
、

本
病
の
原
因
と
な
る
本
病
菌
を
保

毒
す
る
パ
レ
イ
シ
ョ
の
根
絶
す
る

ま
で
は
、
パ
レ
イ
シ
ョ
栽
培
を
し

な
い
と
い
う
固
い
申
し
合
わ
せ
を

し
て
い
ま
す
。

一
般
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

バ
レ
イ
シ
ヨ
(
自
家
採
種
)
が
本

病
害
の
発
生
源
と
な
り
う
る
懸
念

も
あ
り
ま
す
の
で
、
パ
レ
イ
シ
ヨ

種
芋
の
導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
ヘ

日
増
し
に
寒
さ
が
身
に
し
み
る

季
節
で
す
。
こ
ん
な
と
き
に
は
、

温
か
い
お
風
呂
に
つ
か
り
、
心
身

と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い
も
の

で
す
。
入
浴
は
、
汗
や
ア
カ
を
お
と
し

て
、
か
ら
だ
を
清
潔
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
温
熱
作
用
で
皮
膚
の
血

管
が
拡
張
し
、
血
液
の
循
環
が
よ

く
な
り
ま
す
。
ぬ
る
め
の
お
湯
は
、

気
分
が
鎮
ま
り
ゆ
っ
た
り
と
し
て
、

心
理
的
に
も
生
理
的
に
も
緊
張
が

除
か
れ
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。

一
日
の
終
わ
り
は

く
つ
ろ
い
だ
気
分
で
疲
れ
を
解
消

で
き
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
9
月
に
か
か
っ
た
医
療

費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
保
険
年
金
課

保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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丸

尾

清

雄

さ

ん

(
片
町
・
引
歳
〉

世
界
ベ
テ
ラ
ン
ズ
陸
上
で

高
成
績

陸

k 上

'へ 11

J--aJ12JA 

三
冠
達
成
が
夢

H

ジ
ム
力
l
ナ
競
技
H雀量当

マ
ラ
ソ
ン
の
宗
猛
さ
ん
、
芸
能

界
で
は
上
岡
龍
太
郎
さ
ん
や
間
寛

平
さ
ん
ら
が
出
場
し
た
、
「
第
日

回
世
界
ベ
テ
ラ
ン
ズ
陸
上
競
技
選

手
権
(
開
催
地
U
宮
崎
)
」。

丸
尾
さ
ん
は
、
年
代
別
の

2
0

0
m
走、

3
0
0
m
ハ
ー
ド
ル
に

出
場
、

2
種
目
と
も
決
勝
進
出
を

果
た
し
、
日
本
勢
の
中
で
そ
れ
ぞ

れ
2
位
と
い
う
高
成
績
を
収
め
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は

2
年
に
1
度
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
ア
ジ
ア
で
の
開
催

は
初
め
て
、
世
界
各
国
か
ら
約
1

万
2
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
学
時
代
は
器
械
体
操
の
選
手
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
候
補
と
し

「
集
中
力
/
こ
れ
以
外
な
い
」

と
話
す
浜
田
さ
ん
。
こ
の
ほ
ど
行

わ
れ
た
J
A
F
カ
ッ
プ
の
ジ
ム
カ
1

ナ
、
ス
ラ
ロ
l
ム
競
技
の
レ
デ
ィ
ー

ス
ク
ラ
ス
に
初
出
場
し
、
い
き
な

り
全
国
2
位
と
い
う
記
録
を
打
ち

立
て
ま
し
た
。

こ
の
競
技
は
、

J
A
F
(日
本

自
動
車
連
盟
)
の
公
認
種
目
で
、

平
坦
な
場
所
に
、
パ
イ
ロ
ン
(
標

柱
)
を
使
っ
た
コ
l
ス
を
作
り
、

そ
こ
を
走
り
抜
け
る
と
い
う
、
四

輪
自
動
車
に
よ
る
タ
イ
ム
ト
ラ
イ

ア
ル
。
コ
ン
マ

0
0
1
秒
と
い
う

争
い
で
、
一
瞬
の
ス
キ
が
勝
敗
を

決
め
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
競
技
を
始
め
た
の
が

2
年

て
合
宿
ま
で
行
か
れ
た
ほ
ど
。
陸

上
に
力
を
い
れ
だ
し
た
の
は
、
教

員
に
な
っ
て
か
ら
だ
そ
う
で
す
が
、

持
ち
前
の
脚
力
で
、
県
民
体
育
大

会
な
ど
で
は
、
常
に
上
位
入
賞
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

退
職
後
も
、
走
る
こ
と
が
日
課

に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
「
か

ら
だ
自
体
が
運
動
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
み
た
い
だ
」
と
話
さ
れ
る
。

ま
た
、
「
今
回
の
大
会
で
、
や

れ
ば
で
き
る
と
い
う
フ
ァ
イ
ト
が

わ
い
て
き
た
、
記
録
を
伸
ば
し
、

白
歳
を
目
標
に
、
メ
ダ
ル
獲
得
へ

挑
戦
し
た
い
」
と
、
世
界
ベ
テ
ラ

ン
ズ
陸
上
へ
の
新
た
な
闘
志
を
燃

や
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
と
い
う
か
ら
な
お
驚
き
、
今
で

は
、
全
国
に
名
を
と
ど
ろ
か
せ
る

ス
ー
パ
ー
レ
デ
ィ
ー
で
す
。

超
が
つ
く
ほ
ど
負
け
ず
嫌
い
の

浜
田
さ
ん
。
九
州
大
会
で
優
勝
で

き
ず
3
位
に
終
っ
た
と
き
な
ど
、

そ
の
日
を
き
っ
か
け
に
毎
日
が
ハ

ン
ド
ル
と
の
争
い
。
次
の
大
会
で

は
、
ぶ
っ
ち
ぎ
り
の
優
勝
に
輝
い

た
と
い
う
頑
張
り
屋
で
す
。

夢
は
、
九
州
地
区
λ

全
日
本
、

J
A
F
カ
ッ
プ
を
制
覇
し
、
三
冠

を
達
成
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

走
る
こ
と
が
嬉
し
く
て
、
ワ
ク

ワ
ク
す
る
と
い
う
浜
田
さ
ん
、

3

冠
達
成
は
、
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

浜

田

恵

理

さ

ん

(
鬼
橋
町
・
お
歳
)

平成5年12月号

なかよし家族

岩口さん家族(小路口町)

広報おおむら

右
か
ら
、
智
美
ち
ゃ
ん
刷
、
勝
代
さ
ん
M
W
、
光
市
さ
ん
側
、
貴
彦
く
ん
川
、

光
義
く
ん
刷
、
保
則
さ
ん
側
、
ハ
ツ
ヱ
さ
ん
同

/ 

，l '. '・
1 
J 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、

J
R九
州
で
し
ゃ

し
よ
う
を
し
て
い
て
、
長
崎
と
博

多
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
、
い

つ
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
お
母

さ
ん
も
働
い
て
い
ま
す
。

お
兄
ち
ゃ
ん
と
私
は
小
学
校
、

弟
は
保
育
園
に
行
っ
て
い
ま
す
。

家
族
み
ん
な
が
そ
ろ
う
タ
ご
飯

は
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
す
。

泣
い
た
り
、
笑
っ
た
り
、
お
こ
っ

た
り
も
す
る
け
ど
、
私
た
ち

7
人

家
族
が
、

一
つ
の
輪
に
な
っ
た
と

き
が
一
番
好
き
で
す
。
(
智
美
)

老
人
パ
ワ
ー
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
6
回
目
の
優
勝
を
飾
り
、
報

告
に
訪
れ
た
大
村
チ
!
ム
の
皆

さ

ん

(

日

/
幻
・
市
役
所
)

一一一こちら自由席一一

和紙ちぎり絵会

nu --

こ
の
絵
の
魅
力
と
し
て
①
材
料

が
日
本
独
自
の
和
紙
を
使
用
し
て

い
る
②
和
紙
を
指
先
で
ち
ぎ
っ
て

貼
る
簡
単
な
手
法
で
で
き
る
③
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
絵
は

か
な
り
高
度
な
絵
画
表
現
が
で
き

ま
す
。
り
っ
ぱ
な
作
品
は
、
油
絵

の
よ
う
で
す
。

「
こ
の
絵
の
楽
し
さ
が
わ
か

っ

て
人
生
の
生
甲
斐
を
見
つ
け
た
」

と
、
生
き
生
き
と
し
て
い
る
方
も

お
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
和
紙
の

美
し
さ
、
や
さ
し
さ
を
共
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
現
在
会
員
犯
人
、

希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

定
例
会

毎
月
第
3
土
曜
日
、
午

前
日
時
j
午
後
3
時

連
絡
先
渡
辺

(
宮
(⑪
2
0
3
2
)

和
紙
ち
ぎ
り
絵
会
は
、
昨
年
叩

月
、
福
岡
よ
り
福
間
雅
世
先
生
を

お
迎
え
し
て
開
講
し
ま
し
た
。
和

紙
で
描
く
ち
ぎ
り
絵
は
、
年
齢
を

問
わ
ず
ど
な
た
で
も
楽
し
く
作
品

が
で
き
ま
す
。

絵
は
好
き
だ
け
ど
描
け
な
い
と

お
っ
し
ゃ
る
方
、
見
る
の
は
好
き
、

だ
と
お

っ
し
ゃ
る
方
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
意
外
に
簡

単
に
出
来
ま
す
し
、
そ
の
日
か
ら

作
品
と
し
て
飾
ら
れ
ま
す
。

4 

みごと6回目の優勝

県内のお年寄りが一向に集まり、スポーツを楽

しむ「長崎県いきいき長寿スポーツ大会」で、大

村チームがみごとに優勝。このほど市役所を訪れ、

喜びの報告をされました。

大会は10月19日、諌早市で行われ、県内のお年

寄り約2，000人が参加。
500m対抗リレーでは、すばらしい老人パワー

とチームワークを発揮されたほか、ボール送り、

輪投げリレーなども大健闘、みごと 6回目の総合

優勝を達成されました。

おめでとうございました。

弥
勤
寺
と
関
連
す
る
の
か
も
り

興
味
深
い
顔
だ
け
の
石
仏

(
弥
勅
寺
町
公
民
舘
近
く
)

のとの
弥?し栽現
勤了て培在
寺i、が
地市盛ナ
区民んシ
でにで 1
す親、フ
がし「ド
、まフウ
歴れル
史て l リ
的いツン
にるのゴ
も福里な
、重」ど

寺の名前が地名として残った

寺草加弥

た
い
へ
ん
興
味
深
い
所
で
す
。

福
重
、
清
源
池
区
川
沿
い
じ弥
場
一
寸
拘
ほ

か
に
も
、
立
福
寺
、
冷
泉
寺
、
東
光
寺
と

い
う
地
名
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
古
い
時
代

の
お
寺
の
名
前
か
ら
き
た
も
の
で
す
。

弥
勤
寺
は
、
弥
勤
寺
」例
外
戸
摂
瀧
初
、一軍
手

に
あ
っ
た
寺
院
で
す
。
郡
七
山
十
坊
の
一

つ
で
建
立
時
期
は
不
明
で
す
。

近
く
に
は
、
「
陽
林
」
や
、
「
不
動
明
王
」

と
刻
ん
だ
自
然
石
が
建
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
D

ま
た
、
顔
だ
け
の
石
仏
と
か
、
い
ろ

ん
な
仏
像
も
祭
っ
て
あ
り
ま
す
。

い
ま
は
、
果
物
の
収
穫
時
期
を
迎
え
、

こ
の
地
区
は
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

み
か
ん
狩
り
の
後
に
で
も
ぶ
ら
り
散
策

し
て
、
平
安
・
鎌
倉
文
化
に
触
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

4
E
よ

4
E
ム



ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

B
C
G予
防
接
種

該
当
す
る
乳
幼
児

生
後
3
か
月
i
4
歳

未
満
で
、
今
ま
で
に
1
回
も
受
け
て
な
い

乳
幼
児
。

料
金

無
料

接
種
で
き
な
い
乳
幼
児

-
著
し
い
栄
養
障
害
、
ま
ん
延
性
皮
膚
疾

患
の
乳
幼
児
・
熱
の
あ
る
乳
幼
児
・
生
ワ

ク
チ
ン
(
麻
し
ん
な
ど
)
接
種
後
1
か
月
、

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
(
三
種
混
合
な
ど
)
接

ツ一反検査・ BCG予防接種目程
実 施場所 ツ一反検査 BCG接種

市 f支 所 12月7日 12月9日

萱 瀬出張所 ω (木)

西大村コミセン
12月幽10日 I 鈴 田出張所

12月8日

ニ 浦出張所
ωくj

竹松出張所 12月14日 12月16日
福重出 張 所 ω (木)

中地区公民館 12月15日 12月17日
松原出 張 所 (水j 位当

種
後
2
週
間
を
経
過
し
て
な
い
乳
幼
児

・
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
(
け
い
れ
ん
)

を
起
こ
し
た
乳
幼
児

お
願
い

・
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
0

・
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

時
間

い
ず
れ
も
午
後
2
時
j
3
時

三
種
混
合
予
防
接
種

実

施

中

H

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
H

年
間
を
通
じ
て
無
料
で
、
生
後
3
か
月

か
ら
個
別
接
種
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
指
定
医
院
ま
た
は
環
境
衛

生
課
保
健
衛
生
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

指
定
医
院

寺
井
医
院
、
松
尾
医
院
、
田

川
小
児
医
院
、
近
藤
医
院
、
出
口
小
児
科

医
院
、
与
那
城
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も

医
院
、
須
田
小
児
科
医
院
、
桝
本
産
婦
人

科
内
科
医
院
、
牧
山
医
院

( 

予f該
当
す
る
幼
児

生
後
四
か
月
j
η

か
月

ま
で
の
幼
児
で
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
未
接

種
者
接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
の
で
、
直
接

指
定
さ
れ
た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

指
定
医
院

田
川
小
児
医
院
、
出
口
小
児

科
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
須
田

小
児
科
医
院

接
種
期
限

平
成
6
年
3
月
白
日
同

※
母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
ご
ろ
皆
さ
ん
が
な
か
な
か
考
え
な
い

健
康
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
健
康
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
食
事
に
つ
い
て
の
留
意
点
・

が
ん
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

・
精
神
面
に
つ
い
て

の
知
識
な
ど
で
す
D

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
家
族
の
健
康
の
た
め
に
も

勉
強
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
時

ロ
月
1
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
(
全

4
回
)
、
午
後
1
時
初
分
か
ら
2
時
間
程

度場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

初
人

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
て
、

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
西
三
城
町
8

番
地
雷
(⑪
1
3
5
1
)
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

胃
が
ん
を
防
ご
う

胃
が
ん
は
胃
の
粘
膜
か
ら
発
生
し
、
外

側
に
向
か
っ
て
(
粘
膜
層
や
筋
層
に
向
か
っ

て
)
進
行
し
ま
す
。

粘
膜
層
、
粘
膜
下
層
だ
け
に
が
ん
が
あ

る
状
態
を
「
早
期
が
ん
」
、
筋
層
に
ま
で

進
行
し
た
が
ん
を
「
進
行
が
ん
」
と
い
い

ま
す
。
早
期
が
ん
の
時
期
に
発
見
で
き
れ

ば
卯
%
以
上
が
治
癒
し
ま
す
。

③好き嫌いなくなんでも食べる。 !'
/' マがんを防ごうグ ¥ 

早嚇胤秘輪;

胃がんを防ぐポイン卜
④漬物や干し魚、塩辛など塩分

の多い食品を控え、薄味料理に

慣れよう。

①緑黄色野菜をたっぷり食べよ

っ。
⑤よくかみ、時間をかけてゆっ

くり食事する。

雪、グ緩?f4 

ロ

②その他の野菜、牛乳、乳製品

なども積極的にとろう。

⑥酒は控えめ、たばこはやめよ

っ。
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原
爆
被
爆
者
二
世
の
皆
さ
ん

無
料
健
康
診
断
を
む
い
ま
す

対
象
者

①
両
親
ま
た
は
、
そ
の
ど
ち
ら

か
が
原
爆
被
爆
者
で
あ
る
こ
と
。

②
昭
和
幻
年
6
月
4
日

(広
島
被
爆
の
場

合
、
昭
和
泊
年
6
月
1
日
)
以
降
に
出
生

し
た
人
。

申
込
方
法

受
診
申
込
書

(
保
健
所
と
市

福
祉
課
に
備
え
付
け
)
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
保
健
所
ま
た
は
市
福
祉
課
へ
申
し

心
身
障
害
者
(
児
)
の

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

ロ
月
1
日
側
j
1
月
白
日
開

受
診
方
法

申
し
込
み
の
と
き
、

「受
診

票
」
と

一
緒
に
、
受
診
で
き
る
医
療
機
関

の
「
一
覧
表
」
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
こ

れ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
原
爆
被
爆
者
対
策
課
、

大
村
保
健
所
ま
た
は
市
福
祉
課
福
祉
係

巡
回
歯
科
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す

一
般
の
歯
医
者
き
ん
で
は
治
療
が
受
け

に
く
い
心
身
障
害
者
(
児
)
の
歯
の
治
療
を

行
う
た
め
に
、
特
殊
車
両
で
の
巡
回
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者

一
般
の
歯
医
者
さ
ん
で
の
治
療

が
困
難
な
心
身
障
害
者
(
児
)
(
一
般
の
歯

医
者
さ
ん
に
通
院
中
ま
た
は
通
院
可
能
な

、
人
は
除
き
ま
す
)

診
療
日

1
月
日
日
幽
j
3
月
お
日
倒
ま

で
の
毎
週
金
曜
日

※
た
だ
し
、

2
月
日
日
(
祝

・
金
)
は
、

診
療
は
行
い
ま
せ
ん
。

診
療
時
間

午
前
日
時
j
ロ
時
、
午
後
1

時
i
午
後
3
時
釦
分

※
初
日
は
午
前
中
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
証

・
障
害
者
手
帳
な
ど
は
初
診
日

に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

、、

申
込
期
限

ロ
月
辺
日
側

申
込
方
法

備
え
付
け
の
申
込
書
(
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
)
で
福
祉
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

百
回
止
閣
官
ゅ

う

T
44
t
一言一

( . 

民生委員・児童委員ガ

決まりました

市民の皆さんの福祉増進のために活

動していただきます。

お気軽にご相談ください。

担当地区 先網代、溝陸西、溝陸中、

溝陸東、さっき台

委員名 是成幸治(溝陸町1029番地128
2⑬7 0 0 9 ) 

年;され?主義久会

日時 12月13日目)¥午前10時~
場所 福祉センター2階
皆さんのご来場をお待ちしています。

=三浦地区の一部=

老
人
医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん
ヘ
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

健
康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い

老
人
医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん
が
、
医
療

機
関
で
診
療
を
受
け
ら
れ
た
と
き
に
支
払
っ

て
お
ら
れ
る
医
療
費
の
総
額
が
い
く
ら
だ
っ

た
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
?

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
診
療
で
か
か
っ
た

医
療
費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
の
が
医

療
費
通
知
で
す
。
今
回
は
、

8
月
分
を
ロ

月
下
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
、
老
人
保
健
事
業
の
健
全

な
運
営
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

.....-!"-

2三乙らか

12月は大気汚染防止推進月間

健康子レホふサービス
B23-4646 

歳未たすげあい運動

T月の2 

月 高血圧症の新しい考え方
火 やけどの水ぶくれ

水 子どもの寄生虫

フマー 木 視力低下がおこったら
ノ主〆、¥
てんかんのいろいろ

土日 早漏について

12月1日'"'-J25日

募金は¥生活困窮者や長期入院患

者への見舞金などに利用されます。

皆さんのご協力をお願いします。

お願い 募金は¥社会福祉協議会ま

たは各出張所ヘ¥12月10日(金)までに
お届けくだ、さし¥0

η
ペ
U

噌

Ei



隼
宋
年
始

市
役
所
の
仕
事
案
内

H

ロ
月
m
O
日
偏

;
1
月
3
日
明
ま
で
通
常
業
務
は
休
み
ま
す
H

@
ご
み
収
集(
燃
え
る
ご
み
)

-
ロ
月
叩
日
嗣
ま
で
収
集
し
ま
す
。

※
ロ
月
お
日
岡
山
は
収
集
し
ま
せ
ん
0

・
平
常
業
務
は
、

1
月
4
日

ωか

ら
始
め
ま
す
。

お
願
い

・
休
日
中
に
、
ご
み
で
お
困
り
の

家
庭
は
、
直
接
清
掃
セ
ン
タ
ー

ま
で
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
0

・
年
末
に
は
集
中
し
て
ご
み
が
排

出
さ
れ
ま
す
。
各
家
庭
・
事
業

所
な
ど
、
掃
除
は
早
め
に
計
画

的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
0

・
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
の
回
収

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

@
し
尿
く
み
取
り

-
ロ
月
初
日
同
ま
で
は
く
み
取
り

を
行
い
ま
す
。

※
ロ
月
お
側
・
幻
何
も
く
み
取
り

を
行
い
ま
す
。

-
平
常
業
務
は
、

1
月
5
日
制
か

ら
始
め
ま
す
。

@
水
道
料
金

休
み
中
も
午
後
4
時
加
分
ま
で

水
道
部
窓
口
で
取
り
扱
い
ま
す
。

消
火
器
等
の
点
検
は

信
用
で
き
る
業
者
に

消
火
器
な
ど
、
消
防
法
に
基
づ

く
消
防
用
設
備
等
に
は
、
点
検
が

必
要
な
防
火
対
象
物
が
あ
り
ま
す

が
、
最
近
、
県
央
圏
内
で
点
検
と

い
っ
て
訪
れ
、
薬
剤
の
詰
替
時
期

で
な
い
も
の
も
詰
め
替
え
を
し
て
、

高
額
な
金
額
を
請
求
し
た
事
案
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

点
検
は
、
顔
見
知
り
の
業
者
に

依
頼
さ
れ
る
か
、
防
災
の
担
当
者

が
立
ち
会
い
す
る
事
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

不
審
な
業
者
と
思
わ
れ
た
と
き

に
は
、
大
村
消
防
署
(
宮

@
4
1

3
8
)
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
一
般
家
庭
の
消
火
器
の
点
検
は

義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

@
図
書
館
・
史
料
館

ロ
月
幻
日
開
j

1
月
4
日

ωま

で
休
館
し
ま
す
。

※
ロ
月
お
日
出
の
館
内
整
理
日
は

開
館
し
ま
す
。

@
市
税
の
収
納
事
務

お
よ
び
納
税
相
談

市
税
(
市
県
民
税

・
国
民
健
康

保
険
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動

車
税
な
ど
)
の
休
日
納
税
相
談
お

よ
び
収
納
事
務
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
ロ
月
ロ
日
間
、
午
前

9

多額の浄財寄付

ありガ、とうございました

時
j
午
後
5
時

※
こ
の
日
は
、
県
税
の
納
税
相
談

も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

・
ロ
月

m白
川
州
、
午
前

9
時
j
ロ

時
場
所

税
務
課
窓
口

@
出
生
・
死
亡
届
な
ど

出
生
・
死
亡
・
婚
姻
な
ど
戸
籍

の
届
け
出
は
、
休
み
中
も
宿
日
直

で
受
け
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、
転
入
や
転
出
、
諸
証

明
の
事
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

@
市
立
病
院

急
患
は
い
つ
で
も
、
当
直
の
医

師
(
内
科
系
・
外
科
系
)
が
診
療

し
ま
す
。

小
児
科
は
、
ロ
月
初
日
同
と

1

月
2
日
田
の
午
前
中
診
療
し
ま
す
。

富永秀男さん

富~秀男さん(武

部町〉は10月13日¥
市役所を訪れ¥市立

函書館の図書整備費

として50万円を寄付
されまし疋。

市立図書館では¥

合年4月¥富まさん
の寄贈で富永文庫を

開設しており¥なあ

層の充実ガ図られます。

第33田市展/ヘ
/海老j

市長賞!こl野本さん

大
村
市
長
賞
を
受
賞
し
た
野
本
博

さ
ん
の
作
品

A
斗ム

噌

'
i

美
術
の
秋
を
迎
え
、
第
お
回
市

展
に
は
、

2
5
0
点
の
力
作
が
出

品
さ
れ
、
市
民
多
数
の
参
観
を
得

て
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

大
村
市
長
賞
(
写
真
)

蓮

三

態

野
本
博
三

市
議
会
議
長
賞
(
書
)

「山
し
に
よ
る
矢
野
恵
子

教
育
委
員
会
賞
(
洋
画
)

大
村
湾
遠
景

佐
藤
武
彦

文
化
協
会
賞
(
日
本
画
)

羅
漢
寺

池

尾

美

津

子

美
術
協
会
賞
(
彫
塑
・
工
芸
)

流

紋

鉢

久

保

輝

雄

美
術
協
会
賞

(デ
ザ
イ
ン
)

一コ
O
C
三
C
刃
b

指
方
正
人

写真「蓮三態J

奨
励
賞

・
洋
画
・
:
古
川
龍
太
郎
、
篠
原
真

紀
、
石
矢
邦
子

・
日
本
画
:
・
川
副
篤

一
、
藤
浪
契

子-
書
・
:
市
村
幸
子
、
西
小
野
敏
史
、

岩
谷
亮
子
、
森
永
滋
子

・
写
真
・
北
島
久
夫
、
山
口
信
幸
、

岩
永
猛
、
太
田
武
義
、
田
口
孝
、

成
瀬
ヒ
ツ
ヨ

・
彫
塑
・
工
芸
:
・
坂
本
友
子

け
月
1
日
か
ら

6
日
ま
で
聞
か

れ
た
市
美
術
展
(
市
コ
ミ
セ
ン
)

2・



広報おおむら平成5年12月号

" 

特
別
公
開
講
座

子
ど
も
の
す
こ
や
か
な

成
長
を
ね
が
っ
て

新
年
名
刺
交
換
会

教

育

講

演

会

平
成
6
年
名
刺
交
換
会
を
開
催

し
ま
す
。

日

時

平

成

6
年
1
月
4
日

ω、

午
後
5
時
初
分
j

場

所

パ

l
ク
ベ
ル
ズ
(
旧
玉
姫

殿
)
会
費

1
人
2
、
0
0
0
円

申
込
先
市
役
所
秘
書
広
報
課
ま

で
、
会
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

演
題
親
と
子
の
心
の
き
ず
な

講
師
杉
田
峰
康
先
生
(
活
水
女

子
大
学
教
授
)

日
時
ロ
月
日
日
樹
、
午
後
1
時

ω分
j
3
時

場
所

県
教
育
セ
ン
タ
ー
(
玖
島

1
丁
目
大
村
公
園
奥
)

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
県
教
育
セ
ン
タ
ー

第
3
研
修
課
(
宮
@
1
1
3
1
松

永
)
※
手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

ロ
月
6
日
卯

教
育
講
演
会

日

時

ロ

月

9
日
側
、
午
後
2
時

鈎
分
j
4
時
初
分

会
場
市
民
会
館

演
題
「
こ
と
ば
」
の
世
界
に
生

き
て
講

師

六

回
文
秀
先
生
(
大
村
市

出
身
、
弁
護
士
)

問
い
合
わ
せ
大
村
市
教
育
会

(
宮

@
2
3
6
0
)
、
大
村
市
P
T

A
連
合
会
(
宮
@
3
3
6
8
)

れ3ま
としよかん

そみんなあつ

円排
水
設
備
技
術
者
・

技
能
者
等
試
験

受
験
資
格

①
排
水
設
備
技
術
者

-
高
等
学
校
(
旧
制
中
学
含
む
)

卒
業
以
上
の
学
力
を
有
し
、
下
水

道
ま
た
は
衛
生
工
事
の
設
計
施

工
に
関
し

3
年
以
上
の
経
験
を

有
す
る
人
。

-
前
号
に
規
定
す
る
工
事
の
設

計
施
工
に
関
し
、

7
年
以
上
従
事

し
た
経
験
を
有
す
る
人
。

-
そ
の
他
、
市
長
が
特
に
資
格
が

あ
る
と
認
め
た
人
。

②
排
水
設
備
技
能
者

・
上
下
水
道
ま
た
は
衛
生
工
事

に
2
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を

fil3砲しひるl'
日時 12月19日(日)
場所 市立図書館

内容 影総¥ストーリーテリンゲなど

※入場は無料です。ご自由にご参加ください。

問い合わせ 市立図書館(fi⑫2457)

午後2時'"'--'3時まで

tøft 合合場3為~
有
す
る
人
0

・
そ
の
他
、
市
長
が
特
に
資
格
が

あ
る
色
認
め
た
人
。

試
験

2
月
げ
日
同

場
所
大
村
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

(
松
山
町
5
6
5
j
1
)

申
込
期
限

1
月
初
日
閥
、
午
後

3
時
ま
で

申
込
書
請
求
受
験
希
望
者
は
、

受
験
申
込
書
と
詳
し
い
資
料
を
差

し
上
げ
ま
す
の
で
、
宛
先
を
記
入

し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
、

左
記
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
村
市
排
水
設
備
協
会
(
干
鰯

東
三
城
町
お
宮
@
3
1
6
8
)

銃
砲
万
剣
類
登
録
審
査
会

日
時
ロ
月
日
日
卯
、
午
後
1
時

j
3
時

場
所
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎

(
長
崎

市
筑
後
町
)

持
参
す
る
も
の
当
該
銃
砲
万
剣

類
、
万
剣
類
発
見
届
出
済
証
、
申

請
者
本
人
の
印
鑑
(
認
印
可
)

登
録
手
数
料

・
登
録
証
交
付
手
数
料

1
件

5
、
2
0
0
円

・
登
録
証
再
交
付
手
数
料

1
件

2
、
7
0
0円

問
い
合
わ
せ
県
教
育
庁
文
化
課

(
0
9
5
8
@
1
1
1
1
)
 

・
大
村
警
察
署
お
よ
び
派
出
所

.
市
社
会
教
育
課

ロ
月
1
日
か
ら

税
証
明
も
出
張
所

で
で
き
ま
す

税
証
明
の
交
付
申
請
を
、
ロ
月

1
日
か
ら
出
張
所
で
も
受
け
付
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

出
張
所
で
交
付
申
請

で
き
る
証
明
書

-
所
得
証
明
書
・
課
税
証
明
書
・

納
税
証
明
書
(
軽
自
動
車
車
検
用

を
除
く
)
・
国
民
健
康
保
険
税
納

付
額
証
明
書
(
確
定
申
告
用
)

-
評
価
証
明
書

(
土
地
・
家
屋
)

・
公
課
証
明
書

(
土
地
・
家
屋
)

・
資
産
証
明
書
(
土
地

・
家
屋
)

・
無
資
産
証
明
書
・
名
寄
せ

r円
U

噌

E
4

同 和啓発映画の

テレビ放映
12月4日出、午後2時""2時54分

放送局 NCC 

題名 「心みつめてJ
問い合わせ 県企画部同和対策室



家
屋
の
取
り
壊
し

届
け
出
は
早
自
に

平
成
5
年
中
に
家
屋
の
全
部
を

取
り
壊
し
、
ま
た
は
、
一
部
取
り

壊
し
た
物
に
は
、
平
成
6
年
度
の

固
定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
「

1
月
1
日
現
在
」

で
取
り
壊
し
の
確
認
が
で
き
な
い

場
合
は
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
税
務
課
固
定

資
産
税
係
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
務
局
に
手
続
き
済
み

の
も
の
は
除
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
税
務
課
固
定
資
産

税
係電

話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え

た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時
ロ
月
日
日
側
、
午
後
1
時

ο、ヨ
qu
式
ノ

場
所

市
役
所
第
1
会
議
室

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

持
参
す
る
も
の
印
鑑
・
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数
若
干

問
い
合
わ
せ
税
務
課
収
納
係

※
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

身
近
な

バ
イ
オ
セ
ミ
ナ
ー

日
時
ロ
月
日
日
側
、
午
前
日
時

j
午
後
5
時

場
所
諌
早
文
化
会
館

内
容
九
州
大
学
・
緒
方
靖
哉
教

授
の
講
演
、
高
校
生
の
研
究
発
表
、

産
・
学
・
官
の
講
師
の
講
演
、
バ

イ
オ
パ
ネ
ル
展
示

入
場
料
無
料

- -_...---、‘明¥
r 、

却炉令略目A 1
(第，9回定期演炉 7 
iド戸と凶き 叩芯叫品3引¥ 
弘とこ九市民今館 庄 )
( ソ 2Zγ寸何iパ70入場料 一?眠1私又 l山U n同 1 
出高)500円 } 

iALP明r?i
jcLELTZらみj J 
〔 、昆戸 Lム枚目中(宮@O~ } 
、聞い官有)¥ユ ノ

88). ~ _-./ ‘ .....-'" ~ .......，，/ 

問
い
合
わ
せ
ナ
ガ
サ
キ
・
テ
ク

ノ
ポ
リ
ス
財
団
(
宮
@
1
1
3
8
)

住
宅
金
融
公
庫
の

す
ま
い
・
る
講
座

日

時

ロ

月

9
日
側
、
午
後
1
時

初
分
j

3
時
日
分
(
受
付
1
時
j
)

場
所
長
崎
商
工
会
議
所

テ
ー
マ
生
き
生
き
と
し
た
高
齢

期
を
過
ご
す
た
め
の
素
敵
な
住
空

間
の
あ
り
方

講
師
平
野
啓
子
氏
(
長
崎
建
築

社
取
締
役
室
長
)

相
談
会
資
金
計
画
、
建
築
相
談

に
お
答
え
し
ま
す
。

募
集
人
数
先
着
1
0
0
人

入
場
料
無
料

申
込
方
法
長
崎
県
土
木
部
住
宅

課
へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い。

(
8
0
9
5
8
⑫
5
1
7
8
)

明
新
春
長
崎
県

ア
マ
チ
ュ
ア
カ
ラ
オ
ケ

選
手
権
大
会

日
時

1
月
8
日
旬
、
午
後
6
時

ω分
j
9
時
初
分

場
所
市
民
会
館

入
場
料
前
売
1
、
0
0
0
円

(
当
日
1
、
5
0
0
円
)

問
い
合
わ
せ
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア

歌
謡
連
盟
長
崎
お
お
む
ら
支
部

(
宮
(
⑪

2
7
4
4
山
道
)

※
益
金
は
、
ア
ジ
サ
イ
基
金
へ
寄

付
さ
れ
ま
す
。

エ
イ
ズ
の
無
料
匿
名

検
査
を
実
施
中

f

こ
の
無
料
匿
名
検
査
で
は
、
エ

イ
ズ
に
関
す
る
不
安
や
心
配
が
少

し
で
も
あ
る
人
に
対
し
、
保
健
所

に
お
い
て
個
別
相
談
を
行
い
、
相

談
の
結
果
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る

人
に
対
し
て
は
、
検
査
を
受
け
る

こ
と
を
勧
奨
し
ま
す
。

勧
奨
の
結
果
、
本
人
の
同
意
が

得
ら
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
検
査

を
無
料
で
実
施
す
る
と
と
も
に
必

要
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
る
指

導
を
行
い
ま
す
。

個
人
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

や
秘
密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
不
安
や
疑
問
を
感
じ
た

ら
、
保
健
所
ま
た
は
県
保
健
環
境

部
保
健
予
防
課
(
宮

0
9
5
8
@

1
1
1
1
)
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

eP 
視聴覚ライブラリー

ご
存
じ
で
す
か
、

青
色
申
告
特
別
控
除
制
度
4

平
成
4
年
3
月
の
税
制
改
正
で
、

青
色
申
告
控
除
(
叩
万
円
)
が
廃

止
さ
れ
、
新
た
に
青
色
申
告
特
別

控
除
(
お
万
円
ま
た
は
叩
万
円
)

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

青
色
申
告
者
で
、
事
業
所
得
ま

た
は
事
業
的
規
模
で
貸
し
付
け
を

行
っ
て
い
る
不
動
産
所
得
が
あ
る

人
(
現
金
主
義
に
よ
る
こ
と
を
選

択
し
て
い
る
人
を
除
き
ま
す
。
)

が
、
こ
れ
ら
の
所
得
の
金
額
に
係

る
取
引
を
正
規
の
簿
記
二
般
的

に
は
複
式
簿
記
)
の
原
則
に
従
っ

て
記
帳
し
、
貸
借
対
照
表
を
損
益

計
算
書
と
と
も
に
期
限
内
提
出
の

確
定
申
告
書
に
添
付
す
る
場
合
は
、

最
高
お
万
円
控
除
す
る
こ
と
が
で

問
い
合
わ
せ

~恥
~ 親子映画

き
ま
す
。

そ
の
他
の
青
色
申
告
の
人
は
、

最
高
山
万
円
で
す
。

適
用
時
期
平
成
5
年
分
以
後
の

所
得
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

還
付
申
告
は

お
早
め
に
/

平
成
5
年
中
に
、
多
額
の
医
療

費
の
か
か
っ
た
人
、
住
宅
を
取
得

さ
れ
た
り
増
改
築
を
さ
れ
た
人
、

年
の
中
途
で
退
職
さ
れ
た
人
な
ど

は
所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

還
付
申
告
は
、
平
成

6
年
1
月

か
ら
受
け
付
け
ま
す
D

諌
早
税
務
署
個
人
課
税
部
門
宮
②
パ

|
3
7
0

14:00"-' 15:00 

(アニメ 11分)

(アニメ10分)

(児童劇41分)

かしき長者

七ひきの子ゃぎ

さよなら子ネコちゃん

空とぶ宝箱

クオレ物語ー炭屋の子べ.ッチー

10:00'"'" 11 :00 

(アニメ10分)

(アニメ25分)

(アニメ15分)

12月11日
出 |中地区公民館

泣いた赤鬼

視聴覚ライブラリー
( ft54-3161市コミセン内)

問い合わせ



広報おおむら平成5年12月号

平
成

6
年
度
市
立
幼
稚
園

園
児
を
追
加
ほ
し
ゅ
う

対
象

昭
和
臼
年
4
月
2
日
j
平
成
元
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
幼
児

※
三
浦
幼
稚
園
は
、
平
成
元
年
4
月
2
日
j
2
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
名

三
浦

・
鈴
田
・
大
村

・
三
城

・
中
央
・

西
大
村
・
竹
松

・
福
重
・
松
原

・
放
虎
原

申
込
方
法

各
幼
稚
園
に
あ
る
願
書
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
口

教育

申込期間

12月 1 日 (水)~24 日働

問い合わせ

各幼稚園 または、

委員会庶務課

事長ーなかをる〈公昆舗強調特別露座@ご議肉

〈申央公民館 〉
合54-3161

教 室 名 内 勾廿何? 期 日 対象 ・定員 講師(敬称略)

身近にある材料が豪華なお正月料理に 昼の部
12月9日(木)

大変身.グ来年のお正月は手作りお節料 午後l時30分~3時30分 各コースともに
お正月料理の作り方

理でおもてなし。(材料費:800円) 婦人30人
柳原 淳

12月11日出
⑨昼か夜のどち らかをお選びください。 夜の部 午後6時~8時

12月25日出・27日目)・

小倉百人一首 小倉百人一首の並べ方、取り方、遊び方を楽 28日ω.1月4日ω
小学 1年~中学

子どもかるた教室
しく学びます。(資料代:100円) 午前10時~12時

3年生 30人
野口弘満

( 1月4日は新春かるた大会) (1月4日は午後2時~
4時)

幸町25-33

ft53-1376 

教 室 名 内 容 期 日 対象・定員 講師(敬称略)

クリスマスケーキ&
クリスマスケーキのスポンジの上手な

12月20日開)・22日(水)
焼き方から飾りつけ、クリスマス料理 成人 30人 贋中恵子

ク ッキング教室
などを学習します。(材料費 1，600円)

午後 6 時30分~9 時

パンでクリスマス・ パンを使って、クリスマス飾り用のリー
12月11日(土j 午前10時~ 1 2時

小学3年生
小島賢子

リースをつくろう スを作り ます。(材料費:1，000円) 以上 15人

ク スマス おりがみで、クリスマスかぎり 等 をつ 12月11日回 親子または
吉良嘉代子

子どもおり が み くります。(材料費:300円) 午後 1 時30分~3 時30分 小学生以上

身近な材料を使って、豪華なおせち料 -午前の部

お正月料理の作り方
理の作り方を学習します。 1 2月 16 日 (木)、午前10時~ 12時 各部

柳原 淳
(材料費:800円) -午後の部 成人 30人

午前・午後の区別を忘れずに.ゲ 1 2月 1 0 日幽、午後1時30分~3時30分

和服でお正月を.ゲ 新年を和服で迎えてみませんか・.. 12月10日樹、11目的、17日也、
成人 20人 田川 トヨ子

着物着付け教室 初心者のための着物着付け教室です。 1 8 日出午前10時~12時

おりがみで、門松・獅子舞等をおり、お

お正月おりがみ教室 正月飾り用の色紙を作りま.す。 12月14日ω 午前10時~12時 成人 30人 吉良嘉代子
(材料費:500円)

松並1丁目246-5なかちく公民館

12月6日(月)必着
往復はがきに、住所・氏名・性別・学校・学年・電話・希望する教室を一つ書いてそれぞれの公民館へ申し込んでく

ださい。二つ以上の教室を希望する人は、希望する教室ごとに往復はがきを出してください。

口受講料 無料(教材費は実費)

口申し込み・問い合わせ 各公民館へ

口申込期限

口申込方法

ヴー
咽
E
A



第

6
回
大
村
市
子
ど
も

美
術
展
作
品

部
門
お
よ
び
作
品
規
定

①
絵
画
の
部
(
版
画
を
含
む
)

-
用
具
:
・
ク
レ
ヨ
ン
、
ク
レ
パ
ス
、

水
彩
・
サ
イ
ズ
:
・
画
用
紙
サ
イ
ズ
で

8

つ
切
り
、
ま
た
は
4
つ
切
り

②
書
の
部
半
紙
と
し
ま
す

課
題
①
絵
画
の
部
H
自
由

②
書
の
部
日
小
1
・
:
ゆ
め
、
小
2
・:

土
手
、
小
3
:
・
社
会
、
小
4
・:成

功
、
小
5
:
・
時
代
、
小
6
:
・栄光、

中
1
:
・
開
発
、
中
2
:
・
推
進
、
中
2 

。
川
柳
の
部
H
叩
句

投
句
先
指
方
重
幸
(
須
田
ノ
木

町
8
5
3
j
5
)

。
短
歌
の
部

n
m首
(
題
名
を
付

け
る
)

投
句
先
島
崎
重
八
(
東
本
町
3

4
2
j
2
)
 

。
俳
句
の
部

H
m句
(
題
名
を
付

け
る
)

3
:
・
飛
躍
(
中
3
の
み
楕
書
ま
た

は
行
書
で
も
よ
い
)

資
格
市
内
に
住
ん
で
い
る
小
学

1
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で

規
定
出
品
作
品
は
、
自
作
で
未

発
表
(
校
内
展
は
出
品
可
)
の
も

の
で
各
部
門
1
人
1
点
と
し
ま
す
。

作
品
に
は
、
学
校
(
団
体
名
)
、

学
年
、
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ

、ν※
作
品
を
搬
入
す
る
場
合
は
、
必

ず
申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

作
品
の
搬
入

1
月
刊
日
閃
か
ら

初
日
制
ま
で
に
市
コ
ミ
セ
ン
へ
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
市
長
賞
、
市
議
会
議
長
賞
、

教
育
長
賞
を
は
じ
め
、
優
秀
、
優

良
、
佳
作
の
各
賞
を
贈
り
ま
す
。

作
品
展
示
期
間

2
月
日
日
嗣
j

m日
附
入
賞
作
品
を
市
コ
ミ
セ
ン
に
展

示
し
ま
す
。

投
句
先
川
崎
紀
穂
(
玖
島
2
丁

目
白
j
4
)

。
詩
・
随
筆
等

送
付
先
佐
藤
文
渓
(
武
部
町
8

会
費

2
、
0
0
0
円

(
1
人
2

冊
配
布
し
ま
す
)

※
「
大
村
文
化
」
に
掲
載
す
る
作

品
を
各
1
句
(
首
)
同
時
に
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

1
月
お
日

ω

問
い
合
わ
せ
市
子
ど
も
美
術
展

事
務
局
(
幸
町
お
l
お
市
コ
ミ
セ

ン
内
宮
⑪
3
1
6
1
)

伊.' 

bノ't

a 
昨年の子ども美術展

出
張
所
の
管
理
人
(
住
込
)

入
居
場
所
萱
瀬
出
張
所

入
居
条
件
配
偶
者
ま
た
は
成
人

の
家
族
と
同
居
で
き
る
人
で
、
平

日
は
午
後
5
時
日
分
か
ら
翌
朝
8

時
初
分
ま
で
、
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
は
終
日
管
理
で
き
る
人

申
込
期
限
ロ
月
8
日
制

問
い
合
わ
せ
人
事
課

県
立
農
業
経
営

大
学
校
学
生

学
科
野
菜
花
き
、
果
樹
、
畜
産

修
業
年
限
・
資
格
等
・
修
業
年

限
2
年
・
短
期
大
学
卒
業
と
同
等

・
パ
イ
テ
ク
・
情
報
処
理
教
育
の

推
進
・
先
進
農
家
留
学
研
修
・
各

種
免
許
資
格
の
取
得
・
全
寮
制

出
願
期
間
ロ
月
日
日
開
j
1
月

比
日
働

(
2
期
募
集
は
2
月
か
ら
)

問
い
合
わ
せ
県
立
農
業
経
営
大

学
校
(
諌
早
市
小
船
越
町
宮
@

1

0
1
6
)
 

県
立
佐
世
保
看
護

学
校
学
生

資
格
①
准
看
護
婦
同
の
免
許
を

取
得
し
た
後
、

3
年
以
上
准
看
護

婦
同
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
人

②
高
校
を
卒
業
し
て
い
る
准
看
護

婦
国
(
見
込
み
含
む
)

出
願
期
間

1
月
4
日
ω
j
U
日

同問
い
合
わ
せ
県
立
佐
世
保
看
護

学
校
(
佐
世
保
市
平
瀬
町
宮

0
9

5
6⑫
4
1
3
1
)
 

長
崎
高
等
職
業

訓
練
校
生
徒

科
目
自
動
車
整
備
、

N
C技
術
、

電
気
技
術
、
建
築
設
計
施
工
、
溶

接
技
術
、
服
飾
デ
ザ
イ
ン
、
イ
ン

テ
リ
ア
、
設
備
、
塗
装
デ
ザ
イ
ン

履
修
期
間

1
年
(
自
動
車
整
備

は
2
年
)

募
集
期
限
ロ
月
日
日
幽

※
1
月、

3
月
に
追
加
募
集
あ
り

問
い
合
わ
せ
長
崎
高
等
職
業
訓

練
校
(
西
彼
長
与
町
8
0
9
5
8

@
8
1
5
1
)
ま
た
は
、
公
共
職

業
安
定
所

県
立
佐
世
保
高
等

職
業
訓
練
校
生
徒

科
目
電
気
設
備
、
情
報
シ
ス
テ

ム
、
自
動
車
整
備
、
総
合
ビ
ジ
ネ

ス
、
建
築
製
図
、

N
C
技
術
、
溶

接
技
術
、
塗
装
デ
ザ
イ
ン

問
い
合
わ
せ
佐
世
保
高
等
職
業

訓
練
校
(
佐
世
保
市
沖
新
町

2
0

9
5
6③
2
1
1
8
)
 

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

池 田 3DK 15，500 

l 種 久原第二 3 3DK 21 ， 200~23 ， 800 

域 3 3DK 25.200 

J;E王J 舟 1 2K 3.300 

2 種 池 田 2 3K~3DK 8 ， 400~ 12，000 

古賀島 1 3DK 22.500 

市営住宅入居者

建築課住宅係

申込期限 12月8日(水)

抽選日 12月20日(月)、午前10時30分~

入居日 1月1日(土j

申し込み・問い合わせ

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

nxu 

唱

E
A

H
1
月
コ
l
ス
日

内
容
・
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

・
農
業
機
械
整
備
技
能
検
定
受
験

準
備
講
習
・
建
築
配
管
検
定
講
習

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
1
級
実
技
・
同

2
級
実
技
・
建
築
配
管
検
定
準
備

講
習
1
級
学
科
・
同
2
級
学
科
・

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

(
P
C
基
礎
)

・
パ
ソ
コ
ン
実
務
ロ
l
タ
ス

1
2

3
(
初
級
)
・
コ
ボ
ル
(
中
級
)

・
2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
受
験
準
備

講
習
・
ワ
ー
プ
ロ
「
一
太
郎
」
(
初

級
・
中
級
)

申
込
期
間
ロ
月
1
日
側
j

m
日

伺申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎
(
諌

早
市
小
船
越
町
宮
⑫
2
3
2
3
)

県営住宅入居者
市内の空き家住宅が対象です。

申込期間 12月 7 日(刈~9 日(柑

抽選日 12月16日(木)

※申込用紙の配布は11月30日ωから
申し込み・問い合わせ 県住宅供給公

社大村事務所 (ft@68 2 5大村パス

ターミナル2階)
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dw
後
崩
'
レ
ク
ス
ク
ー
ル
， 

イ
ン
お
お
む
-
り
参
加
者

本
講
習
会
は
、
日
本
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
資
格
取
得
の
た
め
の
教
室
で

す。
レ
ク
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

目
指
し
て
い
る
人
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
興
味
が
あ
る
人
な
ど
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

1
月
6
日
j
2
月
刊
日
毎

週
木
曜
日
、
午
後
7
時
j
9
時

場
所
中
地
区
公
民
館

定

員

初

人

ご
寄
付

受
講
料

3
、
0
0
0
円

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
教
室
名
、
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
中
地
区
公
民
館
(
松
並

1
丁
目
2
4
6
1
5
)

申
込
期
限
ロ
月
日
日
開
必
着

問
い
合
わ
せ
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
(
中
地
区
公
民
館
宮

@
1

3
7
6
)
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(
敬
称
略
)

ご
好
意

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
斉
藤
常
俊
(
今
村
町
)
叩
万
円

V
福
田
茂
時
(
松
並
1
丁
目
)
日

万
円
V
浜
田
フ
ジ
エ
(
本
町
2
丁
目
)

叩
万
円

V
盛
本
清
市
(
長
崎
市
湖
町
)
5

万
円
社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
漬
口
美
智
子
(
溝
陸
町
)
叩
万
円

V
笠
見
利
郎
(
松
山
町
)
5
万
円

V
成
瀬
幸
四
郎
(
久
原
1
丁
目
)

5
万
円

V
林
田
義
人
(
本
町
)
初
万
円

V
溝
口
文
子
(
松
原
1
丁
目
)
3

万
円
V
鈴
田
正
剛
(
片
町
)
初
万
円

。
一
般
寄
付

福
祉
事
務
所
へ

V
浅
田
ル
ヱ
(
市
営
久
原
住
宅
)

車
イ
ス

1
台

清
和
国
へ

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
リ
清
掃

ヰ

4

3

pu.
ヵ
V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
末
長
辰

a 
之ジ

県
下
冬
季
車
球
大
会

期

日

平

成
6
年
1
月
9
日
岡

場
所
市
民
体
育
館

種
目
中
学
男
女
、
一
般
男
女
、

壮
年
男
子
(
お
歳
以
上
)
、
壮
年

女
子
(
初
歳
以
上
)
、
ベ
テ
ラ
ン

男
子
(
印
歳
以
上
)
、
ベ
テ
ラ
ン

女
子
(
伍
歳
以
上
)
、
オ
ー
ル
ド

ベ
テ
ラ
ン
(
男
子

ω歳
以
上
、
女

子
日
歳
以
上
)

夫
)
理
容
奉
仕

V
レ
ク
ダ
ン
ス
研
究
会
日
レ
ク
ダ

ン
ス
ほ
か

社
会
福
祉
基
金
へ

V
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村
H

健
康
福
祉
ま
つ
り
バ
ザ
l
益
金
7

万
円
V
鳥
山
英
也
(
須
田
ノ
木
町
)
金

一
封
V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
l
ト
大
村
公
園

前
庖
H
8
千
3
3
9
円

V
少
林
寺
拳
法
長
崎
県
大
会
実
行

委
員
会
H
県
大
会
時
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

募
金
3
万
3
千
2
0
0
円

大
村
市
連
合
防
犯
協
会
へ

V
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所
H
防

犯
灯
社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
野
間
ト
ミ
子
(
玖
島
2
丁
目
)

J 

3 

参
加
資
格
県
内
に
在
住
す
る
人

申
込
期
限
ロ
月
幻
日
側
必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
卓
球
協
会
・
中
嶋
(
宮

@
4

1
1
1
内
線
1
2
8
)

柔
道
教
室
の
生
徒
募
集

練
習
日
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

時

間

午

後
6
時
j
8
時

場
所
市
武
道
館

会
費
(
月
)

2
、
0
0
0
円

車
椅
子

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

大
村
パ
1
ル
ジ
ユ
工
リ
1
授
産
工

場
へ
V
木
場
長
寿
老
人
ク
ラ
ブ
リ
み
か

ん鈴
田
の
里
学
園
へ

V
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所
H
植

木
ほ
か

慈
恵
荘
へ

V
山
崎
哲
(
西
本
町
)
初
万
円

V
永
田
区
子
(
玖
島
1
丁
目
)
叩

万
円
V
林
田
利
英
(
東
彼
杵
郡
東
彼
杵

町
)
日
万
円

V
板
橋
養
鶏
場
H
冷
凍
卵

V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
大
村
工
業
高
校
H
花

連
絡
先
柔
道
協
会
(
宮
@
3
3

5
5
浦
山
)

市
民
親
善
卓
球
大
会

期
日
ロ
月
お
日
間
開

場
所
市
民
体
育
館

種
目
中
学
男
・
女
(
学
年
別
)
、

初
心
者
男
・
女
、
一
般
男
・
女
、

ダ
ブ
ル
ス
男
・
女

参
加
資
格
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
中
の
人

申
込
期
限
ロ
月
日
日
(
必
着
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
卓
球
協
会
・
中
嶋
(
宮
⑬
4

1
1
1
内
線
1
2
8
)

V

一
瀬
タ
エ
子
(
竹
松
本
町
)
砂
糖

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
リ
慰
問

V
石
場
輝
(
多
良
見
町
)
手
芸
教
室

V
楠
啓
二

(
西
大
村
本
町
)
理
容

奉
仕
V
萱
瀬
中
学
校
H
慰
問

泉
の
里
へ

V
立
正
佼
成
会
U
供
養

V
三
城
小
学
校
H
慰
問

V
大
村
高
校
H
奉
仕

V
鈴
木
・
好
田
・
井
手
・
中
尾
理

容
院
H
理
容
奉
仕

V
大
川
田
老
人
会
日
奉
仕

V
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
舞
踊
回
日
慰
問

V
立
川
喜
久
子
(
植
松
3
丁
目
)

2
万
円

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
H
奉
仕

V
萱
瀬
中
学
校
H
慰
問

V
大
村
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

第
初
回
大
村
市

少
年
少
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
成
績

日
月
口
日
、
市
民
体
育
館
で
行

わ
れ
た
「
大
村
市
少
年
少
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
。
市
内
か
ら
日
チ
ー

ム
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参
加
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熱
戦
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繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
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績
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村
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年
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カレジター12月
ロ
月
は
、

固
定
資
産
税

(
4
期
)
と
国
民
健
康
保
険
税

(
6
期
)
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

1日 妊婦教室(1) 市平ミセン 13:00~ 16:00 3歳児健康診査大村保健所
倒。 ⑮母子健康手帳 ⑧9 :30~ 10:00 、 13:00 ~13:30 

妊婦教室(5) 中地区公民館 9:30~13:00 
16日

⑧平成 2 年 6 月生まれ(元年 12 月 ~2 年 5 月生ま

3日 ⑮母子健康手帳、エプロン れで、まだ受けていない人も受診してください)

働 成人の健康相談 福祉センター 13:00~ 15:00 同 ⑧母子健康手帳、問診票

@40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~15:30 

当番医
⑮クリスマス会

5日 定期巡回献血市役所 9:30~12:00 

(日)
(内・小)寺井医院 玖島1丁目宮@3574
(産)大村中央産婦人科医院水主町2丁目 色@3850 1:歳6か月児健康診査

17日 市コミセン ⑧13:00~ 13:30 

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~
告白
⑧⑧…10日倒と同じ

6日 市コミセン 9:30~ 11 :00 ②9:00~9:30 成人の健康相談 福祉センタ ー 13:00~15:00 

(局)
⑮母子健康手帳、ズボン ⑧⑮…3日働と同じ
一般健康相談 市役所 13:00~16:00 18日
⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか は〉

耳とことばの相談 福祉センタ ー 13 : 00~15:00 

7日
乳幼児健康相談 松原出張所 ⑧13:30~15:00 19日

当番医

tk) (日)
(内・青)フジイ旨腸科クリニック 東本町宮@8686

8日 妊婦教室(2) 市コミセン 13:00~ 16:00 (耳)下山耳鼻咽喉科医院 原口町宮@0648

倒。 ⑮母子健康手帳 ことばの教室市コミセン 13:30~16:00 

9日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~15:30 20日 ⑧母子健康手帳 ⑧ことばの発達など

同 ⑮ちぎり絵 (用) が気になる幼児

1歳6力、月児健康診査市コミセン
※初めての人は、環境衛生課へ電話で申し込んでください。

10日 ⑧13:00~ 13:30 21GB KO 乳幼児健康相談 萱瀬出張所 ⑧ 9:30~11 :00 

在自
⑧平成4年5月生まれ(3 年 12 月 ~4 年 4 月生ま 22日 妊婦教室(4) 市コミセン 13:00~16:00 
れで、まだ受けていない人も受診してください) 倍。 ⑧母子健康手帳
⑧母子健康手帳、問診票、歯ブラシ

23日 当(内番・外医)渡辺医玩 松原1丁目告@8275
12日 当番医

(日)
(内・小)長崎医院寿古町 宮⑬8615 (木・祝)1(皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院東本町宮@4330
(整)貞松病院東本町宮@1161 24日 幼児教室(お口の健康と食生活)市コミセン

13日 乳幼児健康相談竹松出張所
働 ⑧ 9:30~9 :45 @平53 年 6 月 ~7 月生まれ

伺)
⑧9:30~ 11 :00 、 13:30~15:00 ⑧母子健康手帳、問診示、歯フゃラシ、タオル、コップ

⑮離乳食教室 10:30~ 15:00 26日当番医
14日 乳幼児健康相談市コミセン

(内・小)中村医院 東本町 宮@2733

G的
⑧9:30~ 11 :00 、 13:30~15:00 (日)1 (外・内)牧山医院宮小路2丁目 n@7831
⑮離乳食教室 10:30~ 15:00 略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

15ω 日 妊婦教室(3) 市コミセン 13 :00~ 16:00 ⑧…持ってくるもの

⑧母子健康手帳 当番医の診療時間 9:00~ 18:00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
同
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
三
商
堂

i 

人口の動き

11月1日現在
計 76，891 
(+124) 
36. 832 
(+ 62) 

40， 059 
(+ 62) 

24， 277 
(+68) 

男

女

世帯数

〉内は前月比

加

12月の大村ポート (4 日 ~7 日、 11 日 ~15 日、 21 日 ~23 日・賞金

王場外発売、25 日 ~28 日)
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